
「トラッキング現象とは」

プラグとコンセントの間にたまったほこりに湿気や水分がかかると、小さな火花放電がくり返さ

れ、絶縁物が炭化し、そこに電気の通り道ができて、電流が流れ出火する恐れがあります。

　　　　エアコンや扇風機を使用する機会が増える季節です。
　　　　エアコン等は消費電力が大きいため火災も多く発生しています！
　　　　新型コロナウイルス感染症の流行で自宅で過ごす時間が増えて
　　　いることと思います。こんなときこそもう一度チェックしましょう！

　・コンセントのプラグを定期的に掃除する

　・使用しないプラグは抜いておく

　・水や湿気に注意する

■電気火災を防ぐ７つのポイント■

（１）コンセントにほこりをためない。水をかけない。
（２）たこ足配線をしない。（許容電量を超えて使用しない。)
（３）電気プラグはしっかりと差し込む。コードを束ねて使用しない。
　　　コードをひっぱったり、強く折り曲げたり、踏みつけたりしない。
（４）傷んだ電気コードは新しいものに交換する。
（５）コンセントにゆるみ、ぐらつきを感じたら早めに修理する。
（６）電気機器の使用方法を理解し、間違った使い方をしない。
（７）安全基準に適合した電気機器、コードを使用する。（PSEマークが目印）
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